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新
し
く
で
出
来
た
尾
月
橋
上
流
の
上
郷
市
民
の
森
に
連
な
る

歩
道
橋
の
橋
名
が
、
地
域
の
人
達
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
「
い
し
は

ら
は
し
（
石
原
橋
）」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

〝
石
原
〞
…
人
の
名
字
の
よ
う
だ
し
…
。　

近
く
に
同
じ
名
前
の

園
芸
店
が
あ
る
…
。

　

土
地
の
人
に
尋
ね
て
み
る
と
、

〝
栄
区
の
町
名
は
全
て
昔
の
地
名
を
復
活
さ
せ
て
町
の
由
緒
あ
る

歴
史
を
後
世
に
残
す
よ
う
に
し
て
い
る
ん
だ
よ
〞

〝
石
原
〞
の
名
も
、
昔
こ
の
辺
一
帯
が
〝
石
原
耕
地
〞
と
呼
ば

れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
瀬
上
池
か
ら
流
れ
で
る
い
た
ち
川

右
支
川
（
昔
は
上
川
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
が
、
現
在
の
神
奈
川
中

央
交
通
の
車
庫
裏
あ
た
り
か
ら
、増
水
の
度
に
い
た
ち
川
本
流（
下

川
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
段
差
は

６
ｍ
位
あ
り
、
上
川
の
堤
防
は
人
工
的
に
造
ら
れ
て
い
て
、
洪
水

よ
っ
て
た
び
た
び
押
し
切
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
山
手
学
院
に
行
く

橋
を
「
押
切
橋
」
と
云
い
、
そ
の
川
と
川
の
間
を
〝
石
原
〞
と
呼

ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
か
ら
は
砂
利
が
出
土
し
な
い
の
に
ど
う
し
て
〝
石

原
〞
の
名
が
付
い
た
の
か
…
。

私
の
推
測
で
は
、
こ
の
地
域
か
ら
〝
か
な
く
そ
〞（
鉄
滓
）
の

出
土
や
溶
鉱
炉
の
発
掘
に
よ
り
、そ
の
上
流
部
に
昔
、製
鉄
所
（
た

た
ら
）
が
あ
っ
た
事
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
そ
の
鉄
滓
の
一
部
が

上
川
か
ら
流
れ
落
ち
そ
の
堆
積
し
た
物
は
、
石
で
は
無
く
鉄
の
塊

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

栄
区
で
製
鉄
が
行
わ
れ
て
い
た
事
に
よ
り
〝
鍛
冶
ヶ
谷
〞
の

町
名
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
、
町
名
か
ら
歴
史
を
調
べ
て
い
く
と

昔
の
人
々
の
生
活
や
社
会
を
垣
間
見
る
事
が
出
来
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

水
人
子
（
ミ
ジ
ン
コ
）

切
り
取
り
線

この部分を

切 り 取 っ て

ファイルにす

ると便利です

【 版画　宗森英夫 】 【 石 原 橋 】

石
原
橋
の
由
来
に
つ
い
て
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 横浜でも比較的自然環境に恵まれた栄区のなかでい
たち川の存在は大きい。都市周辺の河川の多くが直線
的にショートカットされ、自然の流路を失っているの
に比べると、いたち川の中流域では未だ蛇行らしき流
れが保たれ、少なくともショートカットむき出しでな
いのがうれしい。
　プロムナードの整備が進むと共に、扇橋の水辺、稲
荷森の水辺、坊中の水辺に続き、上郷市民の森の麓の
整備が進んで、川をまたぐ「いしはらはし」が４月に
開通した。紅葉橋から尾月橋までの左岸は、一部を残
してほぼ整備も終えたようだ。また新しい水辺ができ
た。この地域は森の裾野を巻くように川が蛇行して、
東西に流れていたいたち川が南北に流路を変え、緩や
かな S字カーブを描き上流に向かいながら川幅も徐々
に狭くなる。川が中流域から上流域に入ったことを感
じさせる自然の景観である。
　上郷市民の森と４～５mに達するアズマネ笹によっ
てフタをされたように保護されていた川は、かつては
カワセミやサギの格好の居場所だったが、笹を刈り川
幅を広げ、遊歩道が造られて、明るく人の行き交う今

　いたち川OTASUKE隊イベント部は、夏の行事として、本郷地区センターが行う環境保全活動を全面的に支援する事
としました。“きみもファーブルになれるか！” をキャッチコピーとして参加者を募集しています。参加ご希望の方は、
本郷地区センターへお申込み下さい。（電話　８９２ー５３１０）
目　的：いたち川の環境保全を子供たちにわかって貰うために、いたち川の川辺に生息する生物や植物を採取して、実際
　　　　に手に触れて、いたち川の自然のすばらしさを体験しようとするものです。

主　催：本郷地区センター　　　　　　　　　　　　　後   援：いたち川OTASUKE隊
日　時：平成１８年７月２２日（土）　９時～ 14時　  集合場所：本郷地区センター会議室
いきもの発見隊員：小学生３年生以上　２０名（保護者の参加歓迎）     参加費：２００円（保険・資料代）
活動企画：陸上活動と水中活動を各１時間程度の活動時間とする。始めの１時間は陸上活動として全員で植物採集、昆虫
　　　　　採集を行い、水中活動の魚捕りは最後に行う。　
植物採集：一人５枚程度の用紙とセロテープを用意して、植物の名前や採取場所を調べ用紙に記入、持ち帰り押し葉にする。
昆虫採集：採取かご（参加者が用意）に入れて名前を調べ写真等で記録を残し、採取した昆虫は逃がす。
水中活動：魚捕り…魚アミの使い方を教え、バケツなどに捕獲した魚を入れて名前を調べる。
　　　：水棲昆虫採取…捕り方を教え、虫眼鏡を用意して採集した昆虫の名前を調べる。採取した魚や昆虫は全て逃がす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水人子（ミジンコ）　　　　　　

の水辺には、かつてのように野鳥の姿は見ることがで
きなくなった。わずか２～３年の間の出来事だ。環境
整備という人間の居場所づくりは一方で野鳥との共生
を望みながらも、結果として野鳥との共生を拒否して
しまったようだ。
　いたち川は「ふるさとの川整備事業」として、国・
県・市が一体となって進めている河川整備事業である。
事業理念として、「低水路による河川植生の復元」、「水
際部の自然復元と植生工法」、「リバーウォークの整備」
の３点を柱に整備が進められている。リバーウォーク
の整備では「川の流れに触れることのできる親水性豊
かな水辺づくりや散策の楽しさを実感できるプロムナ
ード整備など、いたち川が庭になるような街づくりを
行う」と定められている。当初は 1988 年に「ふるさ
との川モデル事業」として始まったが、「せせらぎふ
れあいモデル事業」などの３事業を統合して 1996 年
に「ふるさとの川整備事業」と名称を変更して再スタ
ートした。
　いたち川は、今後も二級河川に指定されている神戸
橋までの整備が進められることと思われるが、さて、
今後の整備が進むなかでいたち川は、どんな川に変身
するのだろうか。　　　　　　　（谷　渓）

　◆　いたち川整備 前線考　◆



　
全
国
に
分
布
し
て
お
り
特
に
珍
し
い
花
と
い
う
訳
で
は
な
い

が
、
い
た
ち
川
で
は
源
流
域
の
ご
く
限
ら
れ
た
場
所
で
し
か
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
山
麓
や
水
辺
に
生
え
る
一
年
草
で
草
丈

は
五
○
セ
ン
チ
位
に
な
る
。
花
期
は
八
〜
十
月
で
、
長
さ
三・五

〜
四
セ
ン
チ
の
紅
紫
色
の
花
を
つ
け
る
。

　
「
釣
船
草
」
と
い
う
名
は
、
花
の
形
が
帆
掛
け
舟
を
吊
り
下

げ
た
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
も
り
）

栄
区
で
は
「
豊
田
地
区
」「
本
郷
地
区
」
に
次
ぐ
三
つ
目
、

横
浜
市
と
し
て
は
八
十
番
目
に
当
る
「
上
郷
地
区
セ
ン
タ
ー
」

が
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
場
所
は
、神
奈
中
の
バ
ス
停
で
「
中

島
」
ま
た
は
「
西
ケ
谷
」
で
下
車
し
て
、
徒
歩
５
分
の
と
こ
ろ

で
あ
る
。
環
状
４
号
線
か
ら
少
し
下
っ
て
、
前
面
と
背
面
を
い

た
ち
川
の
流
れ
が
囲
ん
だ
、
離
れ
座
敷
の
よ
う
な
敷
地
に
、
周

囲
の
自
然
に
よ
く
調
和
し
た
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建

て
の
モ
ダ
ー
ン
な
建
物
が
建
っ
て
い
る
。

建
物
の
正
面
か
ら
眺
め
て
見
る
と
背
景
に
樹
木
の
緑
と
そ
の

遥
か
奥
に
送
電
鉄
塔
が
２
基
見
え
る
。
左
手
に
あ
る
大
き
な
木

の
梢
で
は
沢
山
の
鳥
た
ち
が
さ
え
ず
り
交
わ
し
て
い
た
。
川
の

下
流
側
、
直
近
に
は
「
港
南
台
コ
ー
ト
ハ
ウ
ス
」
の
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。
一
方
、
川
の
こ
ち
ら
側
に
は
農

村
地
帯
で
あ
っ
た
上
郷
地
区
の
名
残
か
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
並

ん
だ
畑
も
見
え
る
。

　
セ
ン
タ
ー
前
面
の
川
は
、
堰
き
止
め
ら
れ
て
い
て
僅
か
な
水

流
し
か
な
い
。
よ
く
観
察
す
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
う
し
て
い
る

ら
し
く
て
、
少
な
い
分
流
水
と
曲
が
り
く
ね
っ
て
掘
ら
れ
た
岩

盤
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
流
れ
に
沿
っ
て
白
い
花
を
つ
け

た
ク
レ
ソ
ン
が
豊
か
に
茂
っ
て
い
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
ホ

タ
ル
の
餌
に
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
し

ら
、
と
思
い
な
が
ら
橋
の
名
前
を
見
た
ら
何
と
「
ほ
た
る
橋
」

と
書
か
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
き
っ
と
こ
こ
を
「
ホ
タ
ル
の

宿
」
に
す
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
六
十
余
り

架
か
っ
て
い
る
い
た
ち
川
の
橋
の
中
で
も
一
番
心
に
優
し
い
響

き
を
与
え
る
名
前
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
館
内
は
出
来
立
て
だ
か
ら
床
・
壁
・
ガ
ラ
ス
扉
な
ど
全
て
が

ピ
カ
ピ
カ
だ
。
そ
し
て
受
付
の
館
員
が
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
の
笑

顔
で
迎
え
て
下
さ
っ
た
。
体
育
室
・
音
楽
室
・
会
議
室
な
ど
様
々

な
設
備
が
整
え
ら
れ
て
い
る
が
、
細
か
い
紹
介
は
省
略
す
る
。

図
書
室
の
棚
は
が
ら
空
き
で
本
は
ま
だ
少
な
い
が
逐
次
充
足

し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
お
金
で
買
え
る
本
の
数

を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
な
い　
と
は
言
わ
な
い
が
、
ホ
タ
ル

を
見
た
り
養
っ
た
り
す
る
こ
と
で
自
然
の
営
み
や
自
然
の
恵
み

に
思
い
を
寄
せ
て
、
お
金
で
は
購
え
な
い
も
っ
と
大
事
な
も
の

が
あ
る
、
こ
と
を
学
ぶ
方
が
よ
り
大
切
な
の
か
も
し
れ
な
い
な

あ
ー
と
思
い
な
が
ら
上
郷
地
区
セ
ン
タ
ー
を
後
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ピ
ン
テ
ー
ル
）

　

上
郷
地
区
セ
ン
タ
ー

リ
レ
ー
ト
ー
ク
30

い
た
ち
川
で
見
ら
れ
る
植
物

9

花
の
形
が
お
も
し
ろ
い
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ

　今回は３２号で紹介した [ いたち川の水源 ] のうち、⑥左岸に流れ込む
“洗井沢川” と⑦稲荷橋左岸に流れ込む “矢沢堀” について報告します。
　夏号に冬の報告となりましたが、水源探査は「樹木や雑草の繁茂してい
ない時期の方がわかりやすい」ということで実施されたものです。

　2006 年１月２８日（土）午前１０時に栄区役所に集合したOTASUKE
隊員７人は、天神橋脇でいたち川本川に流入する洗井沢川（左支川）の源
流探査に向け出発しました。
　天神橋から栄図書館裏を起点とする洗井沢川せせらぎ緑道までは暗渠化
されています。せせらぎ緑道の途中には古い消防小屋跡があり、今では珍
しい半鐘が残っています。半鐘の手前の細い道を左にちょっと登ると「ア
ラハバキの祠」があります。このせせらぎ緑道の上流側には、公田小学校
下の崖よりの湧水が流れ込んでいます。崖からは随所に水の浸み出しを観
察できました。せせらぎ緑道を過ぎると、水路は再び公田小下まで暗渠化
されています。
　桂台への道を左にみて通過すると、左側に馬頭観音４体が石の小屋に祭
られています。ここから再び水路が顔を出し荒井沢市民の森まで続いてい
ます。馬頭観音が祭られているあたりは横浜環状南線の予定地で、地下の
高速道路が通されるところです。水の流れが横浜環状南線の道路工事によ
り分断され、行き場を失うことがないようにと祈りながら、流れに沿って
上流へと歩いていくと、左手崖の岩のくぼみに庚申塔が５つ祭られていま
す。やがて左手に「横浜グランドキャニオン」といわれる断崖が見えてき
ました。ここから洗井沢小川アメニティが市民の森入口まで続いています。
このあたりは上洗井沢水辺愛護会のたゆまざる活動によって６月頃にはホ
タルがたくさん見られるようになりました。川の中にはホタルの餌となる
カワニナがたくさん見受けられました。荒井沢市民の森のごくらく広場で、
洗井沢水辺愛護会員でOTASUKE 隊員でもある Kさん夫妻を加え９人で
谷戸の水源探査へと向かいました。

　先ず南側（鎌倉側）の水源を探査すべ
く１月２１日の大雪の残雪を分け入って
南側へと進むと、崖には水の浸み出しと
共に５０ｃｍ以上の大きなツララが３０
～４０本見られ、皆大感激でカメラに収
めました。（写真参照→）
　さらに雪道を進み鎌倉側との分水嶺か
ら崖をとおして流れてくる水源を確認してカメラに収めました。次に北側
の水源を求めてごくらく広場からカエル池を通り山の中を進んで行くと、
市民の森側の崖にも幾つもの水の浸み出しとツララを見ることができまし
た。それから皆城山展望台に続くとみられる崖からの水路を確認しました。
谷戸田の池を過ぎ、桂台側の崖下側に行くと、崖からはきれいな水が浸み
出し流れをつくっており、雪水のなかには芹がたくさん生えていました（心
ない人が根こそぎ持っていく事があるとか。根は残しておかないと根絶や
しになってしまうのにと K隊員が嘆いておられました）。桂台側の崖の上
はすぐ住宅地で、木々の間から家の屋根が見える近さなのに、きれいな水
が大量に浸み出し、流れをつくっているのには驚きました。さらに山道を
進み３段に作られた “ため池跡” に辿り着き、その一番上の池跡部の水源
を確認しました。雪を割って流れをつくっている水源はとてもきれいでし
た。
　次に矢沢堀コースに向うべく “皆城山” 山頂より鎌倉カントリー脇を通
って桂台南２丁目への階段を降り、桂台団地を縦断する “ゆうもや緑道”
を散策し、途中 “桂山公園” の小高い山の途中に祭られているちょっと変
わった “機織地蔵” をみて、緑道を “桂台第一遊水池” まで行きました。
ここから階段を降りた所が稲荷橋で、いたち川に合流している “矢沢堀小
川アメニティ” の起点です。水源は遊水池の水をサイホンの原理を応用し
てトンボ池の上に流入させたものです。このあたりの水は鉄分が多く幾分
赤茶けてみえます。水路には野生のクレソンが沢山みられました。噛んで
みるとぴりっとした辛味がありました。
　ちょっと下ると水車がみえます。本誌３２号で紹介したアルミ製の水車
です。１日も休むことなく稼動して水を攪拌して水中に酸素を供給してい

ます。水車の下流側では生物の種類・量とも多いそうです。水路に沿っ
てきれいに整備された遊歩道を下っていくとやがて稲荷橋での合流地点で
す。ここには、同じく３２号で紹介したコーン型の魚道が設けられていま
す。ここで今回の水源探査を終えました。
　今回の水源探査で思いを深くしたことは、たとえ山が切り崩され、谷が
埋め立てられて宅地化されても、その土地に降った雨は地面に浸み込み、
昔ながらに地下水脈を流れ続けているのだと思いました。豊かな水に奢る
ことなく、水の流れを大切に残していきたいものです。

　　（Y F 記）
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馬頭観音

皆城山展望台

桂山公園

矢沢堀小川アメニティ

稲荷橋

桂台第一遊水池

洗井沢川小川
　アメニティ

公田小

湧き水がみられるところ

雨水調整池（遊水池ともいわれていた）
緑地（主として森林）
平地と台地の境（崖などの急傾斜地）

大量の水が一か所から出ているところ
暗渠になっている水路

水源探査行程

【いたち川水源探査 -１】　
　　洗井沢川・矢沢堀の源流を訪ねる


